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秋
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内
陸
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再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
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秋
田
内
陸
線
は
、
平
成
元
年
に
北
秋
田
と

仙
北
地
域
を
結
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し

て
全
線
開
業
し
、
沿
線
地
域
住
民
の
生
活
を

支
え
る
交
通
手
段
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
近
年
は
人
口
の
減
少
や
車
社
会

の
進
展
な
ど
に
よ
り
乗
客
数
が
減
少
し
、
会

社
で
は
毎
年
３
億
円
近
い
経
常
損
失
（
赤
字
）

と
な
り
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。�

��

　
平
成
14
年
〜
16
年
度
を
「
頑
張
る
３
年
間
」

と
位
置
づ
け
経
営
改
善
に
努
力
し
た
結
果
、

定
期
外
客
（
行
楽
客
等
）
の
回
復
に
は
明
る

さ
が
見
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
定
期
客
（
日

常
生
活
客
）
の
減
少
や
、
安
全
運
行
の
た
め

の
施
設
改
修
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
経
営
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。�

�

�

　
平
成
15
年
12
月
「
秋
田
内
陸
沿
線
地
域
交

通
懇
話
会
」
が
設
置
さ
れ
、
今
後
の
地
域
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
『
内
陸
線
に
つ
い
て
は
、

行
政
、
地
域
住
民
、
会
社
が
一
体
と
な
っ
て

再
生
に
全
力
を
尽
く
す
』
と
し
、
平
成
17
年

７
月
「
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
本
年
１
月
「
秋
田
内
陸
線
再
生

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。�

���������������

　
秋
田
内
陸
線
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
重

要
な
交
通
手
段
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
る
上
で
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
産
業
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り
地
域
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
な
が
る
貴
重
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
源
と
し
て
の
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
機
に
沿
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
が
一
丸
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
分
た
ち
の
内
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
は
、
自
分
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
る
！
」
と
い
う
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
熱
意
を
持
ち
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ひ
と
り
が
支
援
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
走
り
続
け
て
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
す
。�

��

★
利
用
者
へ
の
利
便
性
向
上�

★
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上�

★
積
極
的
な
地
域
乗
車
運
動�

★
沿
線
地
域
団
体
や
住
民
に
よ
る
支
援
活
動�

★
観
光
産
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
強
化
等�
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　このシリーズは、北秋田市、�
仙北市、上小阿仁村の広報で�
３回連載されます�

悲
願
の
全
線
開
業
と�

　
　
　
　
　
厳
し
い
経
営
環
境

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

再
生
に
向
け
た
検
討

秋
田
内
陸
線
の
現
状�

再
生
計
画
が
目
指
す
も
の�

秋 田 内 陸 線
私たちの熱意と支援行動

住民の安心な生活 沿線地域の活性化

再
生
計
画
の
主
要
施
策
と
目
標
値

経常損失への負担割合
 
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
内
陸
線
の
再
生
に

向
け
て
「
自
分
た
ち
の
鉄
道
だ
か
ら
、
自
分

た
ち
で
考
え
た
こ
と
！
」
あ
ん
な
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
ご
提
言
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
お
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

も
結
構
で
す
。
�
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策
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誌
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１
日
（
水
）

２
日
（
木
）
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３
日
（
金
）

�

６
日
（
月
）

　
　
　
　 

７
日
（
火
）

　
　
　
　 

�

８
日
（
水
）

　
　
　
　 

�

９
日
（
木
）

　
　
　
　 

10
日
（
金
）

13
日
（
月
）

�

　
　
　
　
　

15
日
（
水
）

18
年
度
当
初
予
算
査
定
を
実
施�

ト
リ
ノ
五
輪
ス
キ
ー
複
合
代
表
の
高
橋
・
小
林
両
選
手

（
代
理
で
両
選
手
の
父
親
出
席
）へ
市
か
ら
激
励
金
を
贈
呈�

市
の
基
本
構
想
に
関
す
る
部
長
等
会
議
へ
出
席�

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・
同

議
会
へ
出
席�

空
き
部
屋
対
策
検
討
委
員
会
よ
り
報
告
書
の
提
出
を
受
け
る�

北
秋
田
市
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
へ
市
議
会
議
員
報
酬

に
つ
い
て
諮
問�

北
秋
田
市
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
よ
り
答
申
を
受
け
る�

前
田
・
米
内
沢
財
産
区
委
員
へ
委
嘱
状
を
交
付�

Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
よ
り
斎
場
へ
１
年
分
の
お
茶
の
寄

附
を
受
け
る�

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
総
合
の
部
で
優
勝
の
鷹
巣
農
林

高
校
優
勝
報
告
会
へ
出
席�

農
業
施
設
の
雪
害
状
況
視
察
で
訪
問
の
東
北
農
政
局
長

と
面
会�

元
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
長
故
木
村
秀
夫

さ
ん
の
叙
勲
伝
達
式
に
立
会
う�

平
成
18
年
第
２
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会�

北
秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
設
立
祝
賀
会
に
出
席�

秋
田
県
薬
事
審
議
会
に
出
席�

２
月
定
例
記
者
会
見
で
平
成
18
年
度
当
初
予
算
の
概
要

を
説
明�

２
月
開
催
の
議
会
定
例
会
に
か
か
る
部
長
等
会
議
に
出
席�

森
吉
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
存
続
に
か
か
る
陳
情
の
た
め
㈱

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
副
社
長
と
面
会�

乳
幼
児
の
医
療
費
自
己
負
担
分
を�

　
　
　
　
　
市
が
全
額
助
成
し
ま
す
！�

�

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
を
募
集
し
ま
す�

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
子
育
て
支
援
を
重
点
政
策

と
し
て
取
り
組
み
、�

●
小
中
学
校
入
院
費
全
額
助
成

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃

等
を
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
秋
田
県
乳
幼
児
医
療
費
補
助
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
昨
年
８
月
1
日
か
ら
1
レ
セ
プ
ト
1

０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
半
額
助
成
と
な
り
、
一
部

自
己
負
担
が
発
生
し
て
、
乳
幼
児
を
持
つ
家
庭
の
負

担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
乳
幼
児
医
療
費
の
自
己
負
担
分
全
額
助
成
を
行

い
ま
す
。�

　
そ
れ
に
よ
り
、
現
在�

お
持
ち
の
乳
幼
児
福
祉�

医
療
受
給
者
証
の
交
換�

が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�

●
時
　
期
　
４
月
1
日
か
ら

●
対
象
者
　
乳
幼
児
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

　
　
　
　
　
の
方
全
員

●
方
　
法
　
郵
送
（
現
在
、
ご
使
用
中
の
受
給
者
証

　
　
　
　
　
は
各
自
で
破
棄
）

◎
お
問
い
合
わ
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●
募
集
住
宅

　
①
高
野
尻
団
地
　
綴
子
字
高
野
尻
90�
｜
２

　
・
住
宅
番
号
　
11
｜
Ａ
03�

　
・
規
　
　
格
　
木
造
平
屋
２
戸
建
　
1
Ｄ
Ｋ�

　
・
家
　
　
賃
　
月
額
　
1
万
４
９
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
４
７
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
共
益
使
用
料
２
２
０
０
円�

　
②
田
の
沢
団
地
　
川
井
字
五
郎
左
エ
門
田
ノ
沢
１�

　
・
住
宅
番
号
　
３
1
1
｜
Ａ
01�

　
・
規
　
　
格
　
木
造
平
屋
　
1
Ｄ
Ｋ�

　
・
家
　
　
賃
　
月
額
　
1
万
３
４
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
２
２
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
共
益
使
用
料
２
1
０
０
円�

　
③
上
新
町
団
地
　
阿
仁
水
無
字
上
新
町
東
裏
17
｜
１

　
・
住
宅
番
号
　
２
０
1
｜
1
０
５

　
・
規
　
　
格
　
木
造
２
階
建
２
戸
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ�

　
・
家
　
　
賃
　
月
額
　
1
万
４
３
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
５
０
０
円�

　（
家
賃
は
入
居
世
帯
の
人
員
、所
得
等
に
よ
り
変
動
し
ま
す
）�

●
敷
　
　
金
　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

●
入
居
資
格

　
・
収
入
基
準
を
満
た
す
こ
と

　
・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と

　
・
公
租
公
課
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
・
そ
の
他
、
窓
口
に
て
簡
単
な
調
査
が
あ
り
ま
す

●
募
集
期
間
　
　
３
月
1
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
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巣
支
所
建
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③
の
住
宅
は
阿
仁
支
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産
業
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